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中等教育 高等教育 学校教育以外 合　計
機関数 41（53．2） 33（42．9） 3（3．9） 77（100）
タイ
学習者数 2710（45．8） 2559（43．2） 650（11．0） 5919（100）
機関数 45（47．9） 38（40．4） 11（11．7） 94（100）
韓国
学習者数 3177（47．1） 2456（36．4） 1エ06（エ6．4） 6739（100）
機関数 35（31．8） 58（52。7） 17（15．5＞ 110（100）
台湾
学習者数 926（26．9） 2075（60．2） 446（12．9） 3447（100）
機関数 40（44．0） 23（25．3） 28（30，8） 91（！00）

































































順位 タ　イ 韓　團 台　湾 マレーシア
ー 観光（63．4） 観光（64．3） 観光（87．2） 観光（39．5）
2 交流（25．2） 短期留学（10．2） 親族訪問（10．6） 国際交流（19．2）
3 留学（18．4） 家族滞在（9．9） 短期留学（9．4） 企業研修（12．1）
表4　日本語学習動機
順位 タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
1 闘本語に興味がある 学校の授業にある El木語に興味がある 臼木語に興味がある
2 就職に有利だ 【ヨ木語に興味かある 日本のものが好きだ 田本に行きたい
































1 日本語の教師（43．8） 知り合い（25．2） 日本語の教師（33．3） 日本語の教師（38．2）
2 学校の友人（！8．3） 日本語の教師（24．6） 学校の友人（25，2） 学校の友人（27。9）
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順位 タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
1 日本・日本語に関する
Cベント　　　（59．5）
臼本人のいる場所，日本
lが集まる場所（31．3）
日本語のカラオケ
@　　　　　（48．0）
日本人との交流会
@　　　　　（50．6）
2 日本人との交流会
@　　　　　（33．8）
臼本人との交流会
@　　　　　（27．8）
蕪1本・日本語に関する
Cベント　　　（36．8）
臼本・日本語に関する
Cベント　　　（36．8）
3
日本人のいる場所，日
{人が集まる場所
@　　　　　　（32。3）
その他　　　　（23．7）日本入のいる場所，日
{人が集まる場所
@　　　　　　（22．2）
1二本・田本語に関する
送ｿセンター・引書館
@　　　　　　（31．2）
　タイ調査では，利用経験のない学亡者1こその理由を聞いているが，①「利用したいと思うが，
そのような機会や場所がないから」（71．4％），②「時間がないから」（34．0％），③「日本語がわ
からないと思うから」（30．4％）となっていた。特に利用したいが場（機会）がないという理由
が多い点は，学習者に対するインタビューでも岡じ結果が得られた。しかし，同じ機関やクラス
に所属しながら，例えば国際交流基金の現地図書館や日本語関係書籍が安く手に入る古本屡とい
った場で実際にH本語に接触している学習者と，そういった情報自体を全くもたない学習者がい
た。これらのことから，身の回りに日本語学留に関する機会や場があり，それらの利用を希望し
ているにもかかわらず，それらについての情報に触れること自体が限られている学習者がいると
いう現状がうかがえる。
4．今後に向けて
　本調査から，日本語との接触が少ないと予想される海外という環境においても，学習者は日本
語の授業以外にも日常生活において，身の論りにある様々な人・物・場（機会）としてのリソー
スを通じて，臼本語と様々な接触をしていることが明らかになった。しかし，そのような接触を
量的にも質的にもうまく作り出し，日本語学習に活用している学習者がいる一方で，接触自体ほ
とんどできていない学習者もいる。また，接触できている学習者の中にも，相手，内容，機会等
の点で限られた接触にとどまっている学習者がいるという現状もみえてきた。
　このような現状からこれからの支援について提案できることとして，まず，各現場の現状に応
じて，学習者の身の論りにある和本語学習のための様々なリソースに関する情報を収集し，学翠
者を取り巻く学習環境と学留手段に関する実態を把握し，学習者に情報として提供していくこと
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が挙げられる。海外という限られた情報の中であっても，意識的・無意識曲にかかわらず，リソ
ースとの接触の機会を目的に応じて自ら作り出し，リソースを日本語学習にうまく利用できてい
る学習者がいる。このような学習者がどのようなリソースにどのように接触しているのかを観察
し，情報を収集，分析した上で，その方法等を学習者に紹介することによって，リソースとの接
触が起きる，新たなリソースへの媒介となる，あるいは学習者のEl本語学習への動機づけにつな
がる可能性がある。リソースとの様々な接触の場や機会を設定・企画することも考えられる。
　しかし，単に情報を提供するだけでは，学習者が利用するとは限らない。提供する情報が活用
されるためにも，それらが学習者の日本語学習にとってどのような意義や機能があるのかについ
て，様々な視点から検討する必要がある。実際に，本調査から，学習者は教室外で様々なリソー
スに楽しく欝的に応じて接触しているにもかかわらず，それが日本語教科書や参考書等の利用，
また教室内での日本語学習とは有機的に関連づけられていない可能性が見えてきた。学習者の臼
本語学習を支援する側は，教室内で教科書等を使って日本語を教えるだけではなく，教室外で学
習者は日本語学習に影響を与える様々なリソースに接触しているという現状をふまえて，教科書
や教室，そして教室活動はそもそもどうあるべきなのかを考え，教室及び学習そのものをとらえ
直す必要がある。そうすることで，身の回りにある様々なリソースを有機的に関連付けることが
でき，教室内と教室外における学習者の様々な学びを結び付けて支援する学習環境を整備するこ
とが可能となる。そのためにも，fリソースjが多様性による違いを超えた連携のためのツール
として認識され，活用される可能性が期待されるのである。
　今後は，さらに分析を進めると岡時に，並行して実施した教師調査，国内調査との比較，検：討
も進めていく予定である。
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